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史
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や
は
り
と
言
う
べ
き
か
。シ
ョ
ッ
ク
な

出
来
事
が
確
実
と
な
っ
た
の
は
二
月
二
十

七
日
。厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
、「
人

口
動
態
統
計
速
報（
令
和
六
年
十
二
月

分
）」。速
報
に
よ
れ
ば
、令
和
六（
二
〇

二
四
）年
一
年
間
の
累
計
出
生
数
は
前

年
比
五
・
〇
％
減
の
七
二
万
九
、八
八
人

と
過
去
最
少
だ
っ
た
。減
少
は
九
年
連

続
。速
報
値
は
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人

も
含
ま
れ
て
い
る
。二
〇
二
二
年
に
八
〇

万
人
を
下
回
っ
て
か
ら
わ
ず
か
二
年
、目

前
に
は
出
生
数「
七
〇
万
人
割
れ
」が
迫

る
。既
に
今
年
一
月
末
に
令
和
六
年
十

一
月
累
計
出
生
数
が
公
表
さ
れ
た
時
点

で
、令
和
六
年
一
年
間
の
外
国
人
を
除
い

た
日
本
人
だ
け
の
出
生
数
が
七
〇
万
人

を
割
り
込
む
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
話

題
と
な
っ
て
い
た
。二
月
二
十
七
日
の
厚

さ
さ
や
か
れ
て
い
る
。団
塊
世
代
の
後
期

高
齢
者
入
り
が
高
齢
技
術
者
・
技
能
者

の
退
職
を
促
し
担
い
手
不
足
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
と
す
る
中
小
企
業
経
営
者

が
少
な
く
な
い
か
ら
だ
。

　

た
だ
も
っ
と
長
期
ス
パ
ン
で
人
口
推
移

を
眺
め
る
と
、悲
観
的
考
え
は
和
ら
ぐ
か

も
し
れ
な
い
。

　

日
本
の
人
口
の
起
点
を
明
治
維
新

（
一
八
六
八
年
）に
置
い
て
み
る
。人
口

は
三
、三
三
〇
万
人
。太
平
洋
戦
争
終

戦（
一
九
四
五
年
）時
は
七
、一
九
九
万

人
。明
治
維
新
か
ら
の
七
七
年
間
で
四
、

〇
〇
〇
万
人
近
く
増
加
し
た
こ
と
に
な

る
。増
加
は
更
に
続
く
。日
本
の
人
口
の

ピ
ー
ク
は
二
〇
一
〇
年
の
一
億
二
、八
〇

六
万
人
。つ
ま
り
、終
戦
か
ら
人
口
ピ
ー

ク
ま
で
の
期
間
は
、維
新
か
ら
終
戦
ま
で

の
七
七
年
よ
り
も
短
い
六
五
年
で
五
、六

〇
〇
万
人
増
加
し
た
。

　

で
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
後
の
将
来
推
計

は
ど
う
な
の
か
。国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
推
計
で
は
、人
口
一
億

人
を
割
り
込
む
の
は
二
〇
四
八
年
、二
一

〇
〇
年
に
は
中
位
推
計
で
四
、九
五
九
万

人
、低
位
推
計
で
は
三
、七
九
五
万
人
と

な
る
。

労
省
発
表
は
令
和
六
年
の
日
本
人
出
生

数
が
七
〇
万
人
を
割
り
込
む
こ
と
を
ほ

ぼ
決
定
づ
け
た
。

　

厚
労
省
の
人
口
動
態
統
計
速
報
値
が

大
き
な
話
題
と
な
っ
た
の
は
、人
口
減

少
・
少
子
化
が
こ
れ
ま
で
の
予
測
を
は
る

か
に
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
加
速
し
て
い
る

か
ら
だ
。厚
労
省
の
外
郭
団
体
、国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
二
〇
二

三
年
に
公
表
し
た
、「
日
本
の
将
来
推
計

人
口（
令
和
五
年
推
計
）」に
よ
れ
ば
二

〇
二
四
年
の
日
本
人
の
出
生
数（
中
位
推

計
）は
七
五
万
五
、〇
〇
〇
人
、七
〇
万

人
を
下
回
る
の
は
二
〇
三
八
年
と
見
込

ん
で
い
た
。少
子
化
は
一
四
年
も
前
倒
し

で
進
み
始
め
て
い
る
形
。

　

そ
も
そ
も
七
〇
万
人
と
少
子
化
の
関

係
は
他
の
数
字
と
比
べ
る
と
わ
か
り
や

　

一
八
六
八
年
の
維
新
か
ら
二
一
〇
〇

年
ま
で
の
約
二
三
〇
年
。二
三
〇
年
間
の

人
口
推
移
を
グ
ラ
フ
に
す
る
と
、二
〇
一

〇
年
を
ピ
ー
ク
に
き
れ
い
な
放
物
線
を

描
く
。つ
ま
り
日
本
の
人
口
は
、一
〇
〇

年
か
け
三
倍
増
加
し
、そ
の
後
の
一
〇
〇

年
で
三
分
の
一
ま
で
縮
小
す
る
だ
け
だ

と
言
え
る
。

戦
後
八
〇
年
　
激
変
の
建
設
業

　

人
口
減
少
に
伴
う
経
済
へ
の
影
響
は

避
け
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、生
産
性
が
向

上
す
れ
ば
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総

生
産
）も
ア
ッ
プ
、国
の
経
済
規
模
で
あ

る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
維
持
・
成
長
で
き
る
こ
と
に

期
待
が
集
ま
る
。

　

建
設
業
の
生
産
性
は
、大
手
・
準
大

手
企
業
を
中
心
に
し
て
施
工
の
機
械
化
・

自
動
化
な
ど
技
術
革
新
が
進
み
、国
土

交
通
省
も
ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
２
・
０
や
建
設
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
組
み
を

進
め
る
こ
と
で
、現
場
の
生
産
シ
ス
テ
ム

は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
の
な
か
で
生
産
性
の
向
上
が
進
み

に
く
い
と
見
ら
れ
る
の
が
、建
設
業
の
九

九
％
以
上
を
占
め
る
中
小
・
零
細
企
業

す
い
。

　

太
平
洋
戦
争
終
戦
が
一
九
四
五
年
。

戦
後
、第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と
さ
れ
た

の
は
、一
九
四
七
年
か
ら
一
九
四
九
年
の

三
年
間
。こ
の
三
年
間
の
出
生
数
は
約
八

〇
五
万
人
。実
に
一
年
間
で
二
六
八
万
人

の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
。七
〇
万
人
と

比
べ
る
と
三
・
八
倍
。団
塊
の
世
代
と
も

呼
ば
れ
る
こ
の
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー

達
が
、出
生
数
二
〇
〇
万
人
台
を
確
保
し

た
一
九
七
一
年
か
ら
の
四
年
間
の
第
二

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
興
す
一
方
、戦
後
高

度
成
長
期
の
け
ん
引
役
も
担
っ
た
。

少
子
化
の
脅
威

　

日
本
の
出
生
数
は
近
年
ま
で
堅
調
に

推
移
し
て
き
た
。年
間
出
生
数
二
〇
〇

だ
。人
員
含
め
投
資
余
力
が
少
な
く
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
も
ま
ま
な
ら
な
い
企
業
に
と
っ
て
、

前
年
度
並
み
の
工
事
予
算
が
確
保
さ
れ

て
も
、労
務
費
や
資
材
価
格
の
高
騰
や

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
る
工

期
延
長
に
伴
う
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
で
発
注

件
数
そ
の
も
の
が
目
減
り
す
る
事
態
は

痛
手
と
な
る
。

　

投
資
に
よ
る
新
た
な
生
産
シ
ス
テ
ム

と
人
材
確
保
の
取
組
み
に
踏
み
込
む
こ

と
が
で
き
な
い
、中
小
・
零
細
企
業
の
大

半
は
、若
年
の
担
い
手
が
確
保
で
き
な
い

一
方
、高
齢
技
術
者
・
技
能
者
の
退
職

増
加
へ
の
不
安
も
抱
え
て
い
る
。少
子
化

は
労
働
力
数
の
減
少
に
直
結
し
、雇
用

確
保
の
ラ
イ
バ
ル
は
も
は
や
同
業
他
社

で
は
な
く
、他
産
業
だ
。

　

だ
か
ら
こ
そ
賃
金
や
休
暇
な
ど
処
遇

改
善
を
、国
交
省
な
ど
行
政
と
連
携
を

強
化
し
て
業
界
全
体
で
進
め
る
動
き
が

始
ま
っ
た
。そ
の
始
ま
り
の
一
つ
が
、東

日
本
大
震
災
や
大
手
三
団
体
統
合
に
よ

る
日
建
連
誕
生
の
翌
年
、二
〇
一
二
年

に
始
ま
っ
た「
社
会
保
険
未
加
入
対
策
」

だ
。社
保
未
加
入
対
策
は
、入
札
制
度
を

通
じ
た
未
加
入
企
業
排
除
や
建
設
業
法

で
未
加
入
企
業
の
許
可
・
更
新
を
認
め

万
人
台
の
二
つ
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
以
外
で

も
、戦
後
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
間
、

出
生
数
は
一
〇
〇
万
人
台
を
維
持
し
続

け
て
い
た
。し
か
し
二
〇
一
六
年
九
七
万

人
台
に
落
ち
込
み
三
年
後
の
二
〇
一
九

年
に
は
八
六
万
人
台
に
落
ち
込
む
。出
生

数
減
少
と
い
う
形
で
少
子
化
問
題
が
表

面
化
し
た
の
は
こ
こ
一
〇
年
の
こ
と
だ
。

　

そ
も
そ
も
建
設
業
界
で
も
出
生
数
が

話
題
に
上
る
の
は
、今
年
が
新
た
な
時
代

の
扉
を
開
け
る
転
換
期
だ
と
感
じ
る
業

界
人
が
増
え
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な

い
。

　

今
年
は
、団
塊
の
世
代
全
員
が「
後
期

高
齢
者
」と
な
る
。医
療
・
介
護
の
ニ
ー

ズ
も
高
ま
る
が
転
じ
て
こ
の
こ
と
を
、

「
二
〇
二
五
年
問
題
」と
呼
ぶ
。実
は
建

設
産
業
界
で
も「
二
〇
二
五
年
問
題
」が

な
い
改
正
、い
わ
ゆ
る
新
・
担
い
手
三
法

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
で
社
保
加
入
は
一
気
に

進
ん
だ
。

　

更
に
、二
〇
一
五
年
に
は
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
原
型
シ
ス
テ
ム
構

築
へ
向
け
た
取
組
み
が
始
ま
っ
た
ほ
か
、

そ
の
翌
年
に
は
働
き
方
改
革
実
現
会
議

初
会
合
、二
〇
一
七
年
に
は
現
場
生
産

性
二
割
向
上
、二
〇
一
八
年
に
は
労
使
が

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
で
歴
史
的
合

意
も
果
た
し
た
。ま
さ
に
直
近
一
五
年
だ

け
で
も
毎
年
の
よ
う
に
建
設
業
界
は
劇

的
な
変
化
に
直
面
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
今
、戦
後
八
〇
年
間
で
建
設

業
界
に
最
も
強
い
影
響
を
与
え
た
と
言

わ
れ
る
、「
指
名
競
争
か
ら
一
般
競
争
へ

の
転
換
」と「
脱
談
合
」と
い
う
二
つ
の

出
来
事
に
匹
敵
す
る
と
言
わ
れ
る
枠
組

み
で
あ
る
、「
標
準
労
務
費
作
成
・
導
入
」

議
論
が
進
ん
で
い
る
。こ
れ
は
標
準
労
務

費
の
相
場
づ
く
り
と
、相
場
を
守
ら
せ
る

こ
と
に
国
が
関
与
す
る
、新
た
な
枠
組
み

で
あ
り
、見
方
を
変
え
れ
ば
受
注
者
に

と
っ
て
の
請
負
の
裁
量
の
一
部
制
約
で

も
あ
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
商
習
慣
も
一
八

〇
度
変
わ
る
。ま
さ
に
歴
史
的
転
換
点
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
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